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耳を澄まし

  瞳を凝らし

　自然の楽の響きを



食材は消費期限の
　　 　　近いものから買う

　 　 　

・食品ロス削減。
・ごみ処理のエネルギーを節約。

み
な
か
み
町
は
令
和
元
年
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
を
掲
げ
【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
】
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

森
林
資
源
を
活
か
す
、
自
伐
林
家
の
活
動
支
援
、

木
材
の
流
通
促
進
、
木
育
や
環
境
教
育
推
進
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
町
の
「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
の
関
連
性

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＳＤＧｓとわたし
ＳＤＧｓは世界共通の壮大な目標です。

そのため自分のこととして身近に感じられ

ないかもしれません。でも、身近なところ

にＳＤＧｓにつながることがたくさんあり

ます。ＳＤＧｓを「じぶんごと」として、

できることは何でしょうか。

データでみるＳＤＧｓ

3980ト　　  ン 約3割 535ト　　  ン
町の生ゴミ収集量

（令和元年度）
農水省の推計によると、まだ食べられ

るにもかかわらず捨てられる食品（食品
ロス）は国内で年間612万㌧。これは国
民1人あたり“お茶碗1杯分”が毎日捨
てられているのと同じ量です。

町の可燃ゴミに　
含まれる紙の割合
分ければ資源、混ぜればゴ

ミです。正しく分別し資源ゴ
ミ収集日に無料で出せば、ゴ
ミ袋の節約にもなり家計に優
しくなります。

町の１年間の可燃ゴミ
収集量（令和元年度）　
可燃ゴミだけでも町民一人あた

り年間約220㎏。昨年度の不燃ゴ
ミ・資源ゴミ処理を加えたごみ処
理にかかる費用は約 6億 3千万
円でした。

ＳＤＧｓとみなかみ町
水と森林と人を育むみなかみプロジェクト２０３０

～持続可能な発展のモデル地域“ＢＲ”として～

必要な分だけ買う

　 　 　

・ゴミを減らす。
・ごみ処理のエネルギーを節約。

例えばゴミのこと

資源ゴミの分別

　 　 　 　

・ゴミを減らす。
・ごみ処理のエネルギーを節約。

マイバッグを活用

　 　

・ゴミを減らす。

例えば買い物のこと

地元の食材を買う

　 　 　

・地元の経済活性化。
・輸送距離が短いので温室効果ガス削減。

徒歩や自転車で店へ行く

　 　

・健康維持。
・温室効果ガス削減。

ＳＤＧｓは遠いところにあるのではなく身近にあります。一人一人が毎日の生活を少し
変えるだけでＳＤＧｓの達成に近づいていきます。小さなこころがけを積み重ね、世の中
を変えていきたいですね。

3 2（第65号）（第65号）

編

　

　

集

情

　

　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特
　
　

集

編

　

　

集

情

　

　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

集ＳＤＧｓなこころがけ
「ＳＤＧｓ」をご存じでしょうか。エスディージーズと読みます。全ての人が幸せに暮らせる世界

をつくるために国連サミットで採択された１７の目標です。「すべての人に健康と福祉を」「住み続け

られるまちづくりを」などが掲げられていて、世界で協力しながら 2030 年までに目標の達成を目指

すものです。

こんな難しいことはどうでもよいと思っていませんか。でも、未来を少しでもよい方向に進めたい

とも思います。ＳＤＧｓについてわたしたちに何ができるのか考えてみませんか。



11
月
30
日　

本
会
議

12
月
１
日　

本
会
議

　
　

一
般
質
問

12
月
２
日　

本
会
議

　
　

一
般
質
問

　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
月
３
～
７
日　

常
任
委
員
会

　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

厚
生
常
任
委
員
会

　
　

産
業
観
光
常
任
委
員
会

12
月
8
日　

特
別
委
員
会

　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

12
月
９
日　

議
会
全
員
協
議
会

12
月
10
日　

本
会
議　

月
夜
野
地
区
統
合
小
学
校
の
教
育

環
境
を
検
討
す
る
た
め
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
た
。
委
員
の
紹
介
は
４
頁
。

次
の
方
の
人
事
案
に
同
意
し
た
。

　

澁し
ぶ
谷や  

正ま
さ

誼よ
し 

氏
（
後
閑
）

監
査
委
員
の
選
任

理
想
の
教
育
環
境
検
討

特
別
委
員
会

議
会
の
流
れ

12月
議会
あらまし審

議
内
容
及
び
結
果

　

11
月
30
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
会
期
で
12
月
定
例
議
会
を
開
い

た
。
発
議
２
件
、
人
事
１
件
、
条
例
９
件
、
そ
の
他
26
件
、
補
正
予
算

１
件
を
審
議
し
た
。
一
般
質
問
は
６
人
で
あ
っ
た
（
８
～
14
頁
）。

発
議
発
議

沼
田
市
と
協
定

地
方
創
生
を
進
め
る
う
え
で
は
市

町
村
間
の
連
携
が
必
要
で
、
中
心
市
で

あ
る
沼
田
市
と
利
根
沼
田
地
域
定
住
自

立
圏
形
成
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す

る
。
今
後
は
既
に
連
携
が
済
ん
で
い
る

事
業
や
、
連
携
が
容
易
な
も
の
か
ら
医

療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
９
分
野
15
事
業

の
協
定
を
結
ぶ
予
定
。

防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備

町
内
統
一
の
防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
整
備
工
事
の
契
約
。

質質
今
回
の
契
約
で
ど
こ
ま
で
整
備

さ
れ
、
全
て
の
運
用
は
い
つ
か

ら
か
。

答答
ア
プ
リ
で
情
報
配
信
す
る
シ
ス

テ
ム
構
築
、
屋
外
拡
声
個
局
整

備
18
局
、
個
別
受
信
機
１
４
０
０
台
、

災
害
対
応
シ
ス
テ
ム
導
入
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
と
の
連
携
、
登
録
メ
ー
ル
の
構
築
等

を
一
体
整
備
。
全
て
の
運
用
は
令
和
４

年
３
月
を
予
定
。
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監
査
委
員
の
選
任

次
の
方
の
人
事
案
に
同
意
し
た
。

　

髙た
か
橋は
し 

視し

朗ろ
う 

氏
（
下
牧
）

審
議
内
容
及
び
結
果

10月
臨時議会
あらまし

　

10
月
29
日
に
臨
時
議

会
が
開
催
さ
れ
た
。
専

決
１
件
、
人
事
１
件
、

そ
の
他
１
件
、
補
正
１

件
を
審
議
し
た
。

人
事
人
事

人
事
人
事

そ
の
他

そ
の
他

5億9281万円補正額

総額　179億5028万円

歳出 歳入
湯テルメ・谷川管理運営事業����� 121万円
谷川岳インフォメーションセンター周辺整備事業
� 110万円
農林水産業施設災害復旧事業���� 3億 7739万円
土木施設災害復旧事業����� 2億 1250万円
その他���������������� 61万円

災害復旧事業受益者分担金�������308万円
国庫支出金������������� 5339万円
県支出金������������1億 3800万円
財政調整基金繰入金�������1億 9684万円
町債�������������� 2億 150万円

一般会計

（端数処理あり）

討
論 

反
対

阿
部 

賢
一�

議
員

人
物
が
見
識
に
優
れ
て
い
る
こ
と
に

は
同
感
で
あ
る
が
、
議
員
経
験
が
２
年
で

町
長
と
親
戚
関
係
も
あ
る
。
町
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
か
、
ま
た
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
役
割
を
発
揮
で
き
る
の
か
懸

念
を
抱
い
て
い
る
。

10 月議会臨時会議案及び議決結果
議案番号 議案内容 議決結果

専　　決 承認第　9　号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分報告 全会一致承認

人　　事 議案第 78 号 監査委員の選任 賛成多数同意

そ の 他 議案第 79 号 町営温泉センター「三峰の湯」予備源泉ポンプ購入契約の締結 全会一致可決

補　　正 議案第 80 号 一般会計補正予算（第５号） 全会一致可決

補
正
補
正

み
な
か
み
町
議
会
月
夜
野
地
区

統
合
小
学
校
の
理
想
の
教
育

環
境
検
討
特
別
委
員
会

月
夜
野
地
区
の
３
校
の
小
学
校
統
合
は
、
町
長
か
ら

諮
問
を
受
け
た
教
育
委
員
会
に
お
い
て
適
地
の
検
討
が

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
別
委
員
会
は
、
月
夜
野
地

区
の
新
し
い
小
学
校
の
理
想
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
の

調
査
・
研
究
を
目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

７名

髙
橋
久
美
子

阿
部 　

清

委
員
長

　

森　

 

健
治

副
委
員
長

　

牧
田 

直
己

茂
木 

法
志

鈴
木 

美
香

阿
部 

賢
一

質質
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
備
品

購
入
費
（
コ
ロ
ナ
対
策
分
）
の

主
旨
と
具
体
的
な
用
途
は
。

答答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
児
童
生

徒
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、
学
校
で

の
教
育
活
動
を
支
援
す
る
費
用
を
補

助
。水
道
蛇
口
の
自
動
水
栓
化
の
導
入
、

教
室
へ
加
湿
で
き
る
空
気
清
浄
機
や
ア

ク
リ
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
増
設
な
ど

学
校
の
実
情
と
実
施
要
綱
に
沿
っ
た
支

出
を
予
定
。

補
正
補
正
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請願・陳情　結果表

12 月定例議会議案及び議決結果
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集 議案番号 議案内容 議決結果

発　議

発議　5　号
みなかみ町議会月夜野地区統合小学校の理想の教育環境検討特別委員会の
設置

全会一致可決

発議　6　号
みなかみ町議会月夜野地区統合小学校の理想の教育環境検討特別委員会委
員の指名選任

人　事 議案第　81　号 監査委員の選任 全会一致同意

その他

議案第　82　号 ＧＩＧＡスクール構想実現のための情報機器購入契約の締結 全会一致可決

議案第　83　号 町立月夜野中学校図書室新築工事請負変更契約の締結 全会一致可決

議案第　84　号 月夜野学校給食センター食器食缶洗浄機等購入契約の締結 全会一致可決

条　例

議案第　85　号 議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定 全会一致可決

議案第　86　号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 全会一致可決

議案第　87　号
町長、副町長及び教育長の給与並びに旅費に関する条例の一部を改正する
条例

全会一致可決

議案第　88　号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致可決

議案第　89　号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 全会一致可決

議案第　90　号
地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資
産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例

全会一致可決

議案第　91　号 手数料徴収条例の一部を改正する条例 全会一致可決

議案第　92　号 保健福祉センター条例の一部を改正する条例 全会一致可決

その他

議案第　93　号～ 108 号 指定管理者の指定について 全会一致可決

議案第 109 号 利根沼田学校組合規約の変更に関する協議 全会一致可決

議案第 110 号 新町まちづくり計画の変更 全会一致可決

議案第 111 号 沼田市との利根沼田地域定住自立圏形成に関する協定の締結 全会一致可決

補　正 議案第 112 号 一般会計補正予算（第６号） 全会一致可決

その他

議案第 113 号 防災情報配信システム整備工事請負契約の締結 全会一致可決

議案第 114 号
道路メンテナンス補助事業町道粟沢西線藤原湖大橋橋梁補修工事の建設工
事請負契約の締結

全会一致可決

認定第 115 号
社会資本整備総合交付金事業町道悪戸矢瀬線道路新設改良工事（１工区）
の建設工事請負契約の締結

全会一致可決

議案第 116 号
社会資本整備総合交付金事業町道悪戸矢瀬線道路新設改良工事（２工区）
の建設工事請負契約の締結

全会一致可決

条例 議案第 117 号 税外諸収入に対する督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例 全会一致可決

請願・陳情件名 請願人・陳情人 付託委員会
及び審査結果 本会議審査結果

請
願

第
4
号

「日米地位協定の抜本的な見直
しを求める意見書」の提出を求
める請願書

沼田市坊新田町 1106
戦争させない利根沼田実行委員会

会長　都築　　靖

総務文教常任委員会

趣旨採択
全会一致

趣旨採択

第
5
号

上越新幹線駅名に関する請願に
ついて

みなかみ町商工会

会長　入内島　一崇
　　　　  外１名

総務文教常任委員会

採　　択
全会一致

採　　択

陳
情
第
5
号

安全 ･ 安心の医療 ･ 介護の実現
と国民のいのちと健康を守るた
めの陳情書

前橋市本町 3-9-10
群馬県医療労働組合連合会

中央執行委員長

　　　石関　貞夫

厚生常任委員会

趣旨採択
全会一致

趣旨採択

請願
陳情
請願
陳情

地方交付税��������� 4億 5337万円
国庫支出金������������ 999万円
繰入金���������� △4億 2960万円
町債���������������3180万円
その他������������ △1001万円

5555万円補正額

総額　180億584万円

△はマイナス　（端数処理あり）

歳出 歳入
猿ヶ京温泉交流公園（満天星の湯）管理運営事業
� 746万円
中学生海外派遣事業�������△664万円
町指定文化財管理事業��������80万円
土木施設災害復旧事業������ 1910万円
その他������������� 3483万円

補
正
補
正
一般会計

施設名称 指定管理者

みなかみ町公衆浴場　いこいの湯 猿ヶ京区

みなかみ町健康福祉施設　湯テルメ・谷川 （株）水の故郷

みなかみ町ふれあい交流館 みなかみ町商工会

みなかみ町猿ヶ京温泉交流公園「満天星の湯」 （株）猿ヶ京温泉夢未来

みなかみ町たくみの家　木工の家 （株）うきもく

みなかみ町ふれあい・やすらぎ温泉センター「上牧　風和の湯」 上牧温泉旅館協同組合

猿ヶ京温泉屋内運動場 猿ヶ京温泉民宿組合

湯宿温泉屋内運動場 みなかみ町ゲートボール協会新治地区

みなかみ町猿ヶ京温泉給湯施設 （株）猿ヶ京温泉夢未来

みなかみ町月夜野学童クラブ 月夜野わんぱくクラブ運営委員会

みなかみ町農林漁業体験実習館（豊楽館） たくみの里共同事業体

みなかみ町農産物加工施設（福寿茶屋） たくみの里共同事業体

みなかみ町手づくり郷土の香りの家 たくみの里共同事業体

みなかみ町フルーツ公園（桃李館） たくみの里共同事業体

みなかみ町月夜野第２学童クラブ （一社）コトハバ

みなかみ町カルチャーセンター （一社）みなかみ町シルバー人材センター

〈指定期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日〉指定管理者
の指定
指定管理者
の指定

藤原湖大橋
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Questions
一般質問

　議員が町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を
求めるもの。
　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にさせたり、
結果として、現行の政策を変更、是正させあるいは新規の政策を採用させるな
どの目的と効果がある。
　定例会のみで行われ、現在、みなかみ町議会での一般質問の時間は、一人
50 分までとなっている。

一般質問とは

町政を問う

事 前 通 告 一 覧
①
人
口
減
少
を
考
え
る

窪
田
　
金
嘉 

く
ぼ
た
　
か
ね
よ
し

①
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
や
実
証
事
業
採
択
の
ベ
ー
ス
づ
く
り
と
活
用
方

法
に
つ
い
て

②
移
住
定
住
支
援
の
具
体
的
策
に
つ
い
て

③
鳥
獣
害
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

茂
木
　
法
志 

も
ぎ
　
の
り
ゆ
き

①
町
営
住
宅
の
運
営
の
方
針
に
つ
い
て

②
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｐ
ａ
ｙ
に
つ
い
て

③
町
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
出
た
際
の
退
院
後
の
心
の

ケ
ア
等
の
対
応
に
つ
い
て

牧
田
　
直
己 

ま
き
た
　
な
お
き

①
防
災

②
福
祉
関
係

③
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
住
宅
補
助
制
度

④
町
結
婚
祝
い
金
の
創
設

阿
部
　
賢
一 

あ
べ
　
け
ん
い
ち

①
有
害
鳥
獣
の
適
切
な
処
理
に
向
け
て

②
町
道
粟
沢
藤
原
線
ト
ン
ネ
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
て

石
坂
　
武 

い
し
ざ
か
　
た
け
し

防
災
の
観
点
か
ら
の
迂
回
路
は

調
査
し
出
来
る
対
応
を
考
え
た
い
　

阿部 賢一 議員

町
　
長

問
９
月
９
日
か
ら
10
日
の
集
中
豪

雨
災
害
で
町
内
に
多
く
の
災
害

が
発
生
し
た
。
主
要
道
路
で
あ
る
国
道

17
号
線
が
通
行
止
め
と
な
り
永
井
・
吹

路
・
猿
ヶ
京
区
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
住
民
の
方
の
交
通
手
段
が
閉
ざ
さ
れ

た
。

　

合
瀬
か
ら
入
須
川
へ
の
林
道
整
備
、

赤
谷
地
区
か
ら
猿
ヶ
京
湯
の
町
へ
の

橋
・
迂
回
路
は
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
と
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
必
要
で
は

な
い
か
。

答
町
長

今
後
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と

費
用
対
効
果
を
十
分
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

問
安
心
・
安
全
の
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
必
要
だ
。
防
災
・
減

災
・
国
土
強
じ
ん
化
と
い
う
こ
と
で
首

長
の
責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答
町
長

高
齢
者
等
の
声
を
汲
み
上
げ
、

政
策
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
十
分
検

討
し
、
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
対
応

し
て
い
き
た
い
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
へ
の

住
宅
補
助
制
度

問
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
。
自
治

体
間
競
争
が
厳
し
い
中
、
こ
の

機
会
に
家
賃
補
助
制
度
の
考
え
は
。

答
町
長

町
営
住
宅
を
定
住
促
進
住
宅
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
貸
し
出
し
て
い

る
。
町
へ
来
て
下
さ
い
と
い
う
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
き
た
い
。

結
婚
祝
金
の
創
設

問
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
方
へ
お
祝
い
と
し
て
商
工
会

商
品
券
２
万
円
の
支
給
は
。

答
町
長

個
々
に
お
祝
い
を
出
す
の
で
は

な
く
、
結
婚
後
の
生
活
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

答
町
長

現
地
を
調
査
し
出
来
る
対
応
を

考
え
た
い
。

問
将
来
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
選
択

肢
を
排
除
し
な
い
で
調
査
研
究

す
る
べ
き
で
は
。

答
町
長

社
会
整
備
の
課
題
の
中
で
順
番

を
つ
け
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
除
雪
・
ゴ
ミ
出
し
支
援

問
除
雪
や
ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
世

帯
へ
行
政
が
手
を
さ
し
の
べ
る

時
期
に
来
て
い
る
。
今
ま
で
町
を
支
え

義
務
を
は
た
し
て
い
る
方
々
へ
の
福
祉

行
政
を
含
め
方
向
性
を
示
す
べ
き
で

は
。

藤原地区。高齢の方は我慢強くご自身で除雪を
しますが、とても大変な作業です。

①
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

②
子
ど
も
の
読
書
を
取
り
巻
く
環
境
と
読
書
通
帳
の
導
入

③
観
光
の
町
と
し
て
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を

髙
橋
　
久
美
子 

た
か
は
し
　
く
み
こ

9 8（第65号）（第65号）



有
害
鳥
獣
の
適
切
処
理
の
考
え
方
は

何
ら
か
の
対
策
を
考
え
て
い
く

石坂　 武 議員

町
　
長

答
町
長

町
で
も
や
は
り
、
何
か
考
え
な

け
れ
ば
と
い
う
認
識
で
い
る
。

町
道
粟
沢
藤
原
線
ト
ン
ネ
ル

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
取
り
組
み

問
６
月
に
こ
の
工
事
の
完
成
時
期

に
つ
い
て
確
認
し
た
。
当
時
年

度
内
で
完
成
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
動
き
が
全
く
見
え
な
い
が
。

答
町
長

９
月
に
発
注
し
た
が
、
材
料
の

入
荷
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
年
度
内

完
成
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
。

問
遅
れ
る
理
由
等
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
事
前
に
周
知
す
べ
き

で
は
。

答
地
域
整
備
課
長

工
事
を
行
う
と
い
う
周
知
は
ま

だ
し
て
い
な
い
が
、
工
事
開
始
一
カ
月

前
頃
に
藤
原
３
区
長
さ
ん
に
お
願
い

し
、
回
覧
を
予
定
し
て
い
る
。
道
路
利

問
町
に
お
い
て
、
有
害
鳥
獣
の
適

切
な
処
理
に
向
け
て
の
考
え
方

は
。答

町
長

猟
友
会
の
方
に
お
願
い
し
て
い

る
埋
設
処
理
は
、
場
所
的
に
も
体
力
的

に
も
限
界
が
あ
り
、
何
ら
か
の
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

問
判
例
に
よ
り
住
宅
地
で
の
銃
器

の
使
用
に
は
制
限
が
あ
る
。
ド

ラ
ム
缶
の
檻お
り
を
利
用
し
、
ユ
ニ
ッ
ク
車

で
運
搬
す
る
有
効
な
方
法
が
あ
る
。
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
た

め
に
も
必
要
と
思
う
が
、
導
入
に
向
け

て
の
考
え
方
は
。

答
町
長

確
か
に
、
人
家
近
く
で
は
銃
が

使
え
ず
、
檻
で
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。

獣
が
入
っ
て
い
る
檻
を
人
の
力
だ
け
で

運
ぶ
の
は
大
変
と
思
う
。
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
狩
猟
免
許
取
得
に
向
け
て
の
補

助
対
応
は
。

用
者
に
対
し
て
は
、
工
事
箇
所
に
予
告

看
板
を
設
置
し
た
い
。

問
関
連
の
法
面
補
修
工
事
に
つ
い

て
は
年
度
内
で
完
了
と
い
う
こ

と
か
。

答
地
域
整
備
課
長

今
年
度
い
っ
ぱ
い
の
工
期
を
予

定
し
て
い
る
が
、
12
月
25
日
頃
に
は
、

交
通
解
放
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

工
事
を
進
め
て
い
る
。

答
町
長

現
在
対
応
は
し
て
な
い
が
、
大

日
本
猟
友
会
で
補
助
制
度
新
設
の
動
き

が
あ
り
、
町
も
担
い
手
対
策
と
し
て
積

極
的
に
利
用
し
て
い
き
た
い
。

問
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
有
害
鳥
獣

の
焼
却
施
設
に
つ
い
て
の
見
解

は
。答

町
長

有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の
処
理
施
設

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
て
い
る
。

問
成
田
山
水
上
寺
に
て
、
有
害
鳥

獣
焼
却
施
設
設
置
に
向
け
、
町

か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
、
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
見
解
は
。

答
町
長

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
の
で
、
研

究
、
検
討
を
重
ね
、
充
分
に
詰
め
て
先

方
と
相
談
し
た
い
。

問
焼
却
施
設
に
つ
い
て
は
、
早
急

な
る
対
応
が
必
要
と
思
う
が
見

解
は
。

問
町
を
背
負
う
子
供
た
ち
の
将
来

を
考
え
、
県
内
学
生
た
ち
の
通

学
支
援
に
対
す
る
町
長
の
（
6
月
）
答

弁
の
補
足
を
お
願
い
し
た
い
。

答
町
長

単
に
通
学
費
を
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
町
の
特
性
で
あ
る
新

幹
線
が
利
用
で
き
る
町
の
強
み
を
生
か

し
て
制
度
を
創
設
。
新
幹
線
が
あ
る
の

で
利
用
し
て
自
宅
か
ら
通
っ
て
も
ら
い

地
域
と
の
関
係
性
か
ら
定
住
に
つ
な
げ

る
事
業
。
通
学
費
の
補
助
は
今
の
と
こ

ろ
創
設
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

問
通
学
費
が
随
分
割
高
。
高
校
生

の
通
学
費
用
の
支
援
は
。
バ
ス

カ
ー
ド
の
購
入
方
法
が
不
便
。
ま
た
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
カ
ー

ド
の
利
用
は
。

答
町
長

購
入
時
間
の
緩
和
を
検
討
す
る

余
地
あ
り
。
希
望
に
添
え
る
よ
う
な
形

に
し
た
い
。
ア
プ
リ
化
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
カ
ー
ド
が
バ

ス
の
支
払
い
に
対
応
で
き
る
か
、
運
行

す
る
関
越
交
通
と
協
議
し
た
い
。

問
地
元
高
校
生
の
要
望
に
応
え
て
、

通
学
費
補
助
金
は
原
資
を
生
み

人
口
減
少
を
考
え
る

総
合
的
な
取
り
組
み
を
長
期
的
、
継
続
的
に
推
進

窪田 金嘉 議員

町
　
長

出
す
こ
と
が
条
件
で
実
施
で
き
る
か
。

答
町
長

新
施
策
を
考
え
る
時
は
色
々
な

財
源
を
見
つ
け
て
確
保
で
き
た
時
に
、

取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
で
や
っ
て
い

る
。
通
学
費
の
数
字
を
言
わ
れ
る
と
、

本
当
に
救
う
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
よ

く
検
討
し
た
い
。

問
第
３
子
誕
生
に
20
万
円
毎
月
給

付
の
実
現
に
は
、
で
き
る
範
囲

で
３
万
円
で
も
５
万
円
で
も
い
い
。
金

額
に
こ
だ
わ
る
よ
り
実
施
の
実
現
を
目

指
し
て
は
。

答
町
長

必
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
予

算
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
考
え
方
。
新

事
業
を
創
設
す
る
場
合
は
、
限
ら
れ
た

財
源
で
も
あ
り
、
廃
止
で
き
る
事
業
を

検
討
し
て
財
源
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問
町
長
は
、「
残
念
な
が
ら
、
町

の
施
設
で
黒
字
化
は
１
カ
所
。

そ
の
他
の
施
設
は
全
く
赤
字
。
た
だ
赤

字
だ
か
ら
止
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
ふ
う

に
は
い
か
な
い
。
町
が
指
定
管
理
料
を

支
払
っ
て
も
運
営
は
続
け
て
頂
き
た
い

の
で
続
け
て
い
る
。
今
後
も
個
別
施
設

の
必
要
性
や
採
算
性
を
十
分
に
検
討
」

と
答
弁
。
国
は
指
定
管
理
者
制
度
に
議

員
が
法
人
役
員
で
参
加
を
な
ぜ
許
可
し

て
い
る
か
。

答
町
長

地
方
公
共
団
体
と
指
定
管
理
者

が
一
般
的
な
取
引
関
係
に
立
つ
も
の
で

な
い
た
め
、
い
わ
ゆ
る
請
負
に
当
た
ら

な
い
。
自
治
法
上
の
兼
業
禁
止
の
規
定

は
適
用
さ
れ
ず
、
議
員
本
人
の
会
社
も

指
定
管
理
者
と
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

朝の通学風景。民間の集計ですが利根沼田の中学
3 年生は約 640 人で、その内約 200 人が利根沼
田管外の高校へ進学します。

町道粟沢藤原線（旧粟沢西線。4 月から名称
が変わりました）の藤原トンネル。
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問
来
年
度
に
向
け
て
サ
ル
の
地
獄

檻
の
設
置
、
運
用
と
対
処
方
法

は
。答

町
長

ま
ず
は
３
基
で
運
用
し
た
い
。

令
和
３
年
度
設
置
に
向
け
て
早
急
に
協

議
し
、
設
置
場
所
や
管
理
運
営
方
法
に

つ
い
て
詳
細
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

問
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
捕
獲
さ
れ
た

場
合
の
後
処
理
。
分
解
処
理
装

置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
町
長

こ
の
問
題
は
緊
急
の
課
題
。
分

解
処
理
装
置
と
焼
却
施
設
、
ど
ち
ら
が

有
効
な
の
か
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
・
実
証

事
業
採
択

問
今
後
の
行
政
改
革
、
町
の
活
性

化
の
為
に
は
民
間
と
住
民
が
参

加
す
る
環
境
を
整
え
、
官
民
一
体
を
更

に
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
。
実

証
実
験
、
実
証
事
業
採
択
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
創
設
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

横
展
開
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
協
定
を
考
え
て

の
検
討
は
。

答
町
長

複
雑
化
す
る
地
域
課
題
を
解
決

鳥
獣
害
の
被
害
対
策
は

茂木 法志 議員

町
　
長

す
る
為
に
は
、
民
間
企
業
の
力
を
借
り

て
実
証
実
験
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
民
間
人
材
の
知
見
や
実
績
を
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
活
用
で
き
る
か
調
査
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。
資
源
を
生
か
せ

る
仕
組
み
を
導
入
す
る
た
め
、
先
進
事

例
で
あ
る
（
埼
玉
県
）
横
瀬
町
と
連
携

す
る
こ
と
は
有
意
義
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

移
住
定
住
支
援
の
具
体
的
策

問
移
住
相
談
件
数
、
そ
し
て
実
際

に
町
を
訪
れ
て
体
験
い
た
だ
け

る
方
の
人
数
は
増
加
し
て
く
る
。

相
談
の
内
容
と
し
て
大
き
く
上
が

る
の
が
住
居
の
課
題
。
賃
貸
型
住
宅
と

し
て
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
導
入
が
非
常
に

有
効
的
で
は
。

答
町
長

９
月
末
ま
で
に
９
組
22
名
の
方

が
移
住
さ
れ
て
い
る
。
移
住
者
の
ニ
ー

川場村が設置したサルの捕獲檻。
「地獄檻」…おっかない名前です。

早
急
に
協
議
し
た
い
　

ズ
に
応
じ
た
賃
貸
住
宅
を
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
が

定
住
促
進
住
宅
の
整
備
方
法
と
し
て
有

効
か
ど
う
か
の
調
査
研
究
を
進
め
た
中

で
、
設
置
箇
所
や
財
源
の
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
町

の
職
員
に
も
限
り
が
あ
る
。
移

住
希
望
者
が
増
え
て
く
る
と
、
来
て
く

れ
た
方
々
の
交
通
手
段
も
考
え
る
必
要

性
が
あ
る
。
移
住
希
望
者
へ
の
レ
ン
タ

カ
ー
の
補
助
の
検
討
は
。

答
町
長

移
住
の
希
望
を
持
っ
て
い
る
方

の
対
応
、
ど
う
い
う
希
望
を
持
っ
て
い

る
の
か
。
町
内
を
見
回
る
の
に
レ
ン
タ

カ
ー
の
一
部
補
助
を
出
す
と
か
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問
気
候
変
動
に
伴
い
各
地
で
大
規

模
災
害
が
起
き
て
い
る
。

特
に
、
災
害
発
生
時
に
は
現
場
対

応
に
人
手
と
時
間
を
要
す
。
災
害
対
応

の
事
務
業
務
は
待
っ
た
な
し
。
災
害
発

生
時
の
町
の
現
状
シ
ス
テ
ム
を
伺
う
。

答
町
長

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
導
入

し
て
い
な
い
。
罹
災
者
台
帳
を
作
成
し

表
計
算
ソ
フ
ト
で
対
応
。

問
災
害
時
の
危
機
管
理
に
真
に
役

立
つ
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
と

い
わ
れ
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
は
こ
れ
を
無
償
で
希
望

自
治
体
に
提
供
し
て
い
る
。
災
害
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
意
味
で
、
時
に
叶
っ
た
施

策
。
導
入
の
見
解
は
。

答
町
長

防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
を
検

討
す
る
中
で
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を

含
め
て
検
討
し
た
い
。

読
書
通
帳
の
導
入

問
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
は
、
非
常

に
有
用
。
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
読
書
通
帳
を
通
し

て
、
友
達
同
士
、
家
族
間
で
の
笑
顔
の

輪
を
広
げ
、
心
の
豊
か
さ
を
貯
蓄
で
き

る
読
書
通
帳
の
導
入
の
見
解
は
。

答
教
育
長

読
書
活
動
の
意
欲
づ
け
の
効
果

も
期
待
で
き
そ
う
な
面
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
他
の
自
治
体
の
導
入
事
例
や
効

果
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
な
が
ら
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を

問
今
や
ペ
ッ
ト
は
子
ど
も
の
人
口

よ
り
多
い
と
い
わ
れ
、
家
族
の

大
切
な
存
在
。
観
光
地
、
と
り
わ
け
道

の
駅
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
併
設
さ
れ
て
い

る
所
も
少
な
く
な
い
。
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

必
要
性
の
見
解
と
町
の
現
状
は
。

答
町
長

必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
町

内
に
７
カ
所
。
公
営
施
設
で
清
流
公
園

内
と
湯
原
温
泉
公
園
内
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。

問
両
施
設
と
も
看
板
も
、
使
用
上

の
注
意
事
項
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
と
て
も
管
理
さ
れ
て
い
る
状
況

と
は
言
い
難
い
。
た
く
み
の
里
内
の
検

討
は
。
ま
た
、
水
紀
行
館
の
河
川
整
備

で
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
は
お
考
え
か
。

答
町
長

た
く
み
の
里
内
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。
水
紀
行
館
周
辺
の
「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
合
わ
せ
ド
ッ
グ

ラ
ン
に
つ
い
て
も
安
全
で
快
適
な
施
設

と
し
て
改
善
す
る
な
ど
取
り
組
み
た

い
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
で
検
討

髙橋久美子 議員

町
　
長

長野県の民間のドッグラン

湯原温泉公園のドッグラン
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ら
い
幅
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
に
は
」

な
ど
の
課
題
提
起
も
な
さ
れ
た
。

赤
谷
地
区
の
災
害
現
場
は
大
変
な

状
況
で
、
あ
ら
た
め
て
大
雨
の
脅
威
を

認
識
。
最
近
の
気
候
状
況
か
ら
い
つ
ど

こ
で
起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
災
害
。

普
段
か
ら
の
備
え
と
対
応
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
痛
感
。

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が

町
民
の
方
の
幸
福
度
ア
ッ
プ
の
為
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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ご
み
行
政
の
在
り
方
の
方
向
性
を
研
究

ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
の
ご
み
処
理

施
設
が
二
十
二
年
を
経
過
し
て
、
施
設

の
機
器
の
老
朽
化
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
の
コ

ス
ト
高
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
な

か
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ

れ
た
町
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
認
定

さ
れ
た
町
と
し
て
、
自
然
共
生
、
持
続

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
な
ど
の
視

点
が
ご
み
行
政
に
も
問
わ
れ
る
と
思

う
。そ

の
視
点
の
一
つ
と
し
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
中
心
に
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
蓄
電
地
の
有
効
利
用
を
視
察
。

地
域
の
森
林
資
源
の
間
伐
材
を
チ
ッ
プ

化
し
、
そ
れ
を
「
熱
電
弁
給
ガ
ス
化
設

備
」
で
電
気
と
熱
を
取
り
出
し
、
電
気

は
売
電
し
た
り
、
熱
は
農
作
物
や
果
物

栽
培
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
熱
源
に
利

用
。
地
域
資
源
を
使
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
の
取
り
組
み
の
仕
組
み
を
両

施
設
か
ら
学
ん
だ
。

新
た
な
委
員
で
所
管
の
施
設
を
視

察
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
ご
み
行
政
の

現
状
確
認
で
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
、

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
。
火
葬
場

の
施
設
状
況
の
確
認
か
ら
新
治
火
葬

場
。
９
月
９
日
の
大
雨
で
一
週
間
強
の

間
断
水
と
な
っ
た
赤
谷
地
区
の
災
害
現

場
。
９
月
の
決
算
で
討
論
さ
れ
た
寺
間

隣
接
水
道
組
合
給
水
施
設
の
確
認
の
計

５
カ
所
を
視
察
し
た
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
堆

肥
を
「
も
っ
と
町
民
の
方
に
知
っ
て
も

厚

生

常
任
委
員
会

厚

生

常
任
委
員
会

活動
報告
活動
報告

活動
報告
活動
報告

　

10
月
22
日
、
沼
田
市 

シ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
（
株
）・
川
場
村 
ウ
ッ
ド
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
川
場

の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
視
察
。

　

10
月
9
日
、
管
内
各
施
設
を
視
察
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
は
理
想
的
と
思
う
が
ご
み
を
利
用

し
て
の
視
点
か
ら
は
さ
ら
に
調
査
研
究

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

アメニティパーク生ごみ袋分別・脱水装置

9 月豪雨で被災した赤谷浄水場の施設

川場村の「森
も

林
り

の発電所」隣接のビニールハウス。
余剰熱でバナナを試験栽培。　　　　　　 　　　

問
町
は
沼
田
市
に
比
べ
る
と
ア

パ
ー
ト
数
が
少
な
い
。
人
口

５
千
人
の
北
海
道
上か
み
し
ほ
ろ
ち
ょ
う

士
幌
町
は
賃
貸
住

宅
を
建
設
す
る
個
人
及
び
法
人
に
対

し
、
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
建
設
助
成
事

業
を
行
い
、
10
年
間
で
１
５
８
棟
、

２
９
４
件
の
部
屋
が
建
設
さ
れ
、
９
年

目
で
91
・
７
％
の
入
居
に
至
っ
た
。
ど

の
よ
う
に
感
じ
る
か
。

答
町
長

非
常
に
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

だ
と
思
う
。
定
住
促
進
の
た
め
に
民
間

の
方
に
賃
貸
住
宅
を
造
っ
て
も
ら
う
事

例
は
有
効
。
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
ア
パ
ー
ト
を
管
理
す
る
個
人
や

法
人
に
対
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
が
あ
る
と
、
古
い
ア
パ
ー
ト
を
改

築
し
、
よ
り
質
の
高
い
ア
パ
ー
ト
が
増

え
る
の
で
は
。

答
町
長

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
、
検
討

す
る
余
地
は
あ
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｐ
ａ
ｙ

問
地
域
内
経
済
循
環
に
可
能
性
を

感
じ
る
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
カ
ー
ド
が
ア
プ
リ
化
に

な
っ
た
。
誰
も
が
使
え
る
た
め
の
方
策

は
。答

町
長

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
な

く
て
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
会
員
カ
ー
ド

で
も
利
用
可
能
。会
員
カ
ー
ド
の
発
行
、

入
金
、
使
用
を
近
く
で
行
え
る
環
境
を

整
え
る
。
ア
プ
リ
に
関
し
て
は
チ
ャ
ー

ジ
場
所
で
の
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い

く
。問

チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
額
が
増
え
る

ほ
ど
町
全
体
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
。
チ
ャ
ー
ジ
場
所
も
増
や
す

べ
き
。

答
町
長

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
も

チ
ャ
ー
ジ
が
で
き
、
加
え
て
チ
ャ
ー
ジ

場
所
も
増
や
し
会
員
増
に
繋
げ
て
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

心
の
ケ
ア
等

問
町
長
も
私
も
コ
ロ
ナ
は
誰
で
も

感
染
す
る
リ
ス
ク
は
あ
る
。
感

染
者
が
退
院
後
、
地
域
か
ら
の
疎
外
や

心
理
的
孤
立
を
与
え
ず
に
済
む
よ
う
な

対
応
が
必
要
で
は
。

答
町
長

県
の
保
健
予
防
課
、
利
根
沼
田

保
健
福
祉
事
務
所
と
連
携
し
相
談
窓
口

を
開
設
。
一
般
的
な
健
康
相
談
、
衛
生

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

町
営
住
宅
の
所
得
制
限
見
直
し
は

規
制
緩
和
を
含
め
検
討

牧田 直己 議員

町
　
長

町営住宅上牧団地。上牧駅近くで通勤通学に
便利な立地です。

問
町
内
に
あ
る
住
居
の
充
実
は
移

住
定
住
の
観
点
か
ら
も
必
要
。

共
稼
ぎ
で
所
得
制
限
が
か
か
り
住
め
な

い
人
も
い
る
。
町
営
住
宅
の
利
用
を
促

す
た
め
所
得
制
限
の
見
直
し
が
必
要
で

は
。答

町
長

使
用
料
も
含
め
、
ど
ん
な
規
制

緩
和
を
実
現
す
れ
ば
利
用
者
増
が
望
め

る
か
考
え
て
い
く
。
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町
営
赤
沢
ス
キ
ー
場
第
1

リ
フ
ト
握
索
機
更
新
工
事
・
消

防
団
第
7
分
団
詰
所
新
築
工
事

（
猿
ヶ
京
地
内
）・
災
害
時
代
替

庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事
（
月
夜

野
地
内
）
の
現
地
調
査
を
行
っ

た
。工

事
が
適
法
か
つ
合
理
的
・

能
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
経
済
的
に
妥
当
で
あ
る

か
。
施
工
及
び
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
て
い
る
か
、工
事
監
理
・

監
督
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
重
点
項
目
と
し
、
主
に
関

係
記
録
・
工
事
記
録
写
真
の
閲

覧
、
担
当
職
員
等
へ
の
質
問
を

行
い
監
査
し
た
。
特
に
異
状
が

な
い
こ
と
、
ま
た
契
約
に
関
し

て
も
問
題
点
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

編
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

活

動

報

告

一
般
質
問

定

例

会

特
　
　

集

編

　

　

集

情

　

　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集

委
員
会
構
成
替
え
後
、
初
会
議
に
先

立
ち
管
内
視
察
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
都
市
計
画
道
路
「
町
道

悪
戸
矢
瀬
線
」
の
利
根
商
業
高
校
下
の

未
着
工
部
分
を
視
た
。
こ
の
部
分
は

３
８
０
ｍ
に
及
ぶ
長
年
の
懸
案
事
項
で

あ
り
、
重
要
な
道
路
に
な
る
。

続
い
て
新
巻
平
「
モ
ギ
ト
ー
レ
」
の

営
業
状
況
と
柳
沼
地
区
「
荒
廃
農
地
再

生
事
業
」
で
よ
み
が
え
っ
た
農
地
を
視

察
。そ

し
て
最
終
は
「
た
く
み
の
里
活
性

化
事
業
」
で
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

し
、
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
豊

楽
館
と
そ
の
周
辺
施
設
を
視
た
。
そ
の

後
「
株
式
会
社 

た
く
み
の
里
」
社
長

の
西
坂
氏
よ
り
、
今
後
の
た
く
み
の
里

の
運
営
に
関
し
て
説
明
を
受
け
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。

観
光
の
拠
点
で
あ
る
た
く
み
の
里

の
大
い
な
る
繁
栄
を
期
待
し
て
、
半
日

の
日
程
を
予
定
通
り
終
了
し
た
。

地
域
拠
点
の
確
認

地
域
住
民
皆
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
で
あ
る
、
新
治
支
所
・
水
上
支
所

の
執
務
状
況
等
を
視
察
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
注
目
を
浴
び
る
施
設

移
住
・
定
住
等
に
も
期
待
が
持
て

る
、
猿
ヶ
京
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

視
察
し
た
。

一
棟
貸
し
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
合
宿
や
家
族
で
の
利
用
も
可
能
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
築
百
三
十
年
の
古

民
家
を
改
修
し
た
施
設
と
い
う
部
分
も

確
認
が
で
き
た
。

学
校
統
合
関
連
施
設

水
上
小
学
校
の
移
転
先
で
あ
り
気

象
観
測
所
予
定
地
で
も
あ
る
、
水
上
中

学
校
と
、
令
和
４
年
４
月
１
日
み
な
か

み
中
学
校
と
し
て
開
校
予
定
の
月
夜
野

中
学
校
の
現
状
を
視
察
し
た
。

活動
報告
活動
報告

産
業
観
光

常
任
委
員
会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

活動
報告
活動
報告

活動
報告
活動
報告

　

10
月
16
日
、
管
内
各
施
設
を
視
察
。

　

10
月
15
日
、
管
内
各
施
設
を
視
察
。

社
会
体
育
館
・

観
光
会
館
等
周
辺
施
設

各
施
設
を
集
合
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
減
額

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
計
画

的
な
財
政
運
営
の
推
進
計
画
の
あ
る
、

湯
原
地
区
公
共
施
設
最
適
化
事
業
予
定

地
を
視
察
し
た
。

月夜野都市計画道路。開通が待たれます。

消防団第 7 分団詰所新築工事の現場

研修の一幕。　　　　　　　　　　　　　　
「読まれない議会だよりに出す意味なし！」　　

当委員会も常々同じ気持ちで編集しています。

みなかみ地域気象観測所

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
二
日
間
、
２

班
に
分
か
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
員
を
務
め
る
芳
野
政
明
氏
を
講

師
と
し
て
「
議
会
の
見
え
る
化 

住
民

と
の
信
頼
築
く
議
会
広
報
の
基
本
と
編

集
」
と
題
し
て
の
講
演
、
そ
の
後
、
当

活動
報告
活動
報告

月夜野都市計画道路。開通が待たれます。

町
議
会
だ
よ
り
63
号
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
き
、
総
評
と
し
て
具
体
的
で

的
確
な
見
出
し
の
つ
け
方
、
読
み
や
す

い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
習
熟
す
る
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
い
編
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

監
査
委
員

議
会
だ
よ

り
編
集
特

別
委
員
会

　

11
月
６
日
、
管
内
工
事
監
査
。

　

11
月
20
日
、
広
報
研
修
会
に
参
加
。
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題
問ふる

クイズ
さとふる

クイズ
さと

み な か み 議 会 だ よ り

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

令
和
5
年
3月
 

31
日
ま
で
  　

（
切
手
不
要
）

8
6
5

沼
田
局
承
認

群 馬 県 利 根 郡 み な か み 町 後 閑 三 一 八

「 ふ る さ と ク イ ズ ・ ご 意 見 」 係3
7
9
1
3
9
0

山　折　り　線山　折　り　線

記 入 欄 は 裏 面 に あ り ま す

ピーカンの平標山頂（フォトコンテストより）ピーカンの平標山頂（フォトコンテストより）

Ⓐ 藤原の四季　 Ⓑ 谷川の四季

Ⓒ 三国の四季　　　　　  　　

藤原小中学校に伝わる着物の銘は？

前回の議会だより 64 号ふるさとクイズの
正解は『Ⓑ １０２歳』でした。

★この頁は町民皆様にご参加いただく頁です。
以下を参考にふるってご参加下さい。
★正解者には抽選で若干名様に粗品を進呈いた
します。

締切：2021 年 2 月 28 日（当日消印有効）

　下のハガキまたは、裏面の
FAX 用紙などに、クイズの答え・
住所・氏名・議会への伝言を記入し、
お送りください。
※下のハガキは、裏面を記入後に必ず
　のり付けをして投函ください。

参加の
きまり

みなかみ議会だより
 「ふるさとクイズ・ご意見」係

藤
原
小
中
学
校
に
「
藤
原
の
四
季
」

と
い
う
銘
の
着
物
が
あ
り
ま
す
。
紬
つ
む
ぎ

織お
り

で
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国

宝
）
に
認
定
さ
れ
た
染
色
作
家
志
村
ふ

く
み
さ
ん
の
作
品
で
す
。
子
ど
も
用
の

一
つ
身
に
仕
立
て
ら
れ
、
衿え
り
に
付
け
紐

を
し
て
帯
の
代
わ
り
に
な
る
よ
う
に
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都
に
お
住
ま
い

の
志
村
さ
ん
の
作
品
が
な
ぜ
藤
原
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
原
の
四
季
国
語
の
教
科
書

昭
和
57
年
。
中
学
２
年
生
の
国
語

教
科
書
に
大
岡
信
さ
ん
の
「
言
葉
の

力
」と
い
う
随
筆
が
あ
り
ま
し
た
。「
桜

の
花
の
咲
く
前
に
皮
を
は
い
で
染
め
た

ら
、
上
気
し
た
よ
う
な
美
し
い
桜
色
に

染
ま
っ
た
。
そ
れ
は
桜
の
花
弁
だ
け
が

桜
色
な
の
で
は
な
く
て
、
花
の
咲
く
前

の
桜
は
幹
も
枝
も
全
体
で
色
を
貯
え
て

い
る
か
ら
だ
」
と
い
う
志
村
さ
ん
の
文

を
引
用
し
言
葉
の
問
題
が
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
中
学
生
が
藤

原
の
山
桜
で
染
め
て
み
た
い
、
染
め
方

を
教
え
て
く
だ
さ
い
と
志
村
さ
ん
へ
手

紙
を
書
い
た
こ
と
か
ら
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。

藤
原
の
樹
々
の
香

そ
の
後
、
志
村
さ
ん
は
群
馬
県
立

美
術
館
で
回
顧
展
を
開
催
す
る
の
に
合

わ
せ
、
猛
吹
雪
の
中
、
藤
原
を
訪
れ
ま

す
。
中
学
校
の
理
科
室
で
染
料
を
準
備

し
な
が
ら
生
徒
た
ち
の
授
業
が
終
わ
る

の
を
待
ち
な
が
ら
、
そ
の
と
き
の
こ
と

を
「
あ
ち
こ
ち
で
煮
立
ち
は
じ
め
た
材

料
か
ら
春
を
さ
き
が
け
る
新
芽
の
匂
い

が
理
科
教
室
に
み
ち
た
。
こ
ぶ
し
は
香

油
を
と
る
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
刺
激
性

の
き
つ
い
匂
い
で
あ
る
。
槐
え
ん
じ
ゅか
ら
も
さ

か
ん
に
匂
い
が
発
散
さ
れ
る
。
桜
は
果

心
の
香
り
、
そ
れ
ら
が
い
り
ま
じ
っ

て
、
樹
々
の
胎
内
に
さ
ま
よ
い
こ
ん
だ

よ
う
で
あ
る
。
授
業
の
終
わ
っ
た
生
徒

た
ち
が
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
次
々
に
理

科
教
室
に
入
っ
て
く
る
と
、
一
斉
に
匂

い
に
驚
い
た
よ
う
す
」
と
著
書
の
な
か

で
語
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
中
学
校
で
行
わ
れ
た
「
藤

原
講
話
」
で
、
当
時
生
徒
と
し
て
理
科

室
に
い
た
方
は
「
そ
の
時
の
匂
い
を
覚

え
て
い
る
」
と
思
い
出
を
語
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
、
志
村
さ
ん
は
「
藤
原

の
色
を
織
り
た
い
」
と
願
い
、
生
徒
た

ち
が
染
め
た
糸
を
「
藤
原
の
四
季
」
に

織
り
あ
げ
ま
し
た
。

こ
の
着
物
は
一
面
に
広
が
る
藤
原

の
風
景
で
し
た
。
淡
い
け
れ
ど
深
く
、

露
を
ふ
く
ん
だ
木
々
の
よ
う
で
ま
だ
堅

い
蕾

つ
ぼ
みの
よ
う
で
生
命
の
連
な
り
を
感
じ

ま
す
。
写
真
で
伝
わ
る
で
し
ょ
う
か
。

三
十
有
余
年
経
て
も
な
お
み
ず
み
ず
し

い
織
物
、
そ
し
て
志
村
さ
ん
の
生
徒
た

ち
へ
の
思
い
、と
も
に
町
の
お
宝
で
す
。

「幾世紀かけて　たゆみなく　全き智をもって自然がいとなんできたものを
 あなた方の胸の奥にしっかり刻んで下さい」
 志村さんから生徒たちへのメッセージ（昭和 58 年 3 月 15 日）

編

　

　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集

編

　

　

集

情

　

　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集

素
晴
ら
し
い
こ
の
町
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
切
に
し
て
い
く
た
め
、

議
会
発
で
町
に
あ
る
「
お
宝
」
を
再
確
認
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

「
こ
の
町
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
何
も
な
い
こ
と
な
い
。」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
お
宝
を
ご
存
じ
の
方
は
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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の

　り

　し

　ろ

の

　り

　し

　ろ

の　り　し　ろ

谷　折　り　線谷　折　り　線

ハ
ガ
キ
の
方
は
、
こ
の
線
で
切
り
取
り

内
側
へ
貼
り
合
わ
せ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

議会への伝言◦

➡

ク イ ズ の 答 え◦ ⇨

差 出 人 氏 名◦ ⇨

差 出 人 住 所◦ ⇨ 〒

 

年 代◦ ⇨ ・～10代　　　 ・20代　　・30代
・40～60代　　・70代～（該当項目に○印を

 付けてください）

（ふりがな）

声声ＦＡＸの方は、この線で切り取ってご利用下さい。

ＦＡＸ番号 ０２７８－２５－８１２７
➡

議会だより編集特別委員会
委 員 長…阿部　　清
副委員長…鈴木　美香
委　　員…窪田　金嘉・本多　公保
　　　　　髙橋久美子・森　　健治
　　　　　中島　信義
編集アドバイザー
　　　　　利根川太郎
編集モニター
　　　　　利根商業高等学校生徒

次回の定例会は

３月　２日（火）〜
３月１２日（金）の予定。
場所：役場本庁舎３階議場
時間：開会は９時
席数：３４席
【問合せ先】議会事務局
　　　　　 ☎２５‐５０２３

議会傍聴のご案内
　傍聴は、どなたでもできます。た
だし、当日議場入口で受付を済ませ
てからご入場ください。

�����流�れ�����
①受付にて「受付表記入（住所・電

話番号・氏名・年齢）」
②受付表を係に渡して「傍聴カード」

を受け取る
③傍聴席へ
④帰りに「傍聴カード」を返却箱へ

入れて終了
※注意／飲食・録画・録音・写真撮

影は禁止。
〈
顔
マ
ー
ク　

利
根
商
生 

作
〉

声声

よ
せ
ら
れ
た

　
フ
ル
カ
ラ
ー

印
刷
で
と
て
も

綺
麗
な
の
で
す

が
、
そ
れ
が
イ
コ
ー
ル
見
や
す
い･

読

み
や
す
い
と
は
思
わ
な
い
で
す
。

色
使
い
が
多
く
焦
点
が
ぼ
や
け
て

し
ま
い
却
っ
て
見
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

新
聞
と
比
較
し
て
み
る
と
表
題･

本

文･

要
点
部
分
の
表
現
の
仕
方
・
文
字

の
大
き
さ
な
ど
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
フ
ル
カ
ラ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
見
や

す
い･

読
み
や
す
い
広
報
誌
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

全
体
の
構
成
も
見
直
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
永
井
）

70
代
～

編編編 アアドドババイイスス集集集モモニニタターー編 利根商生徒会

64 号は記事についての感想を頂きました。移住・定住シリーズの

インタビューは、町の素晴らしさを再発見し、更に知らなかった町の

魅力を教えて頂くこともあります。

移住された理由に「住む人が魅力的」とあります。住民が well-

being（ウェルビーイング：良好な状態のことで「幸福」と翻訳され

ることもあります。）な町は魅力的なのだと思います。町民が幸福で

あるために、議会は何ができるかを考えていきたいと思います。

利
根
商
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
部
の
本
多
舞
南
さ
ん
が

「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０
」
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門
高
校
生
の
部
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
部
と
情
報
経
済
科
3
年

生
有
志
の
皆
さ
ん
は
福
知
山
公
立
大
学
２
０
２
０

地
域
活
性
化
コ
ン
テ
ス
ト
「
田
舎
力
甲
子
園
」
で

佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

編

　

　

集

情
　
　

報
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題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集

編
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集

我
が
町
の

お
宝
、
本
多

岩
雄
さ
ん
、

き
よ
の
さ
ん
、ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

私
事
で
す
が
昭
和
21
年
、
色
刷
り
の

本
を
楽
し
み
に
入
学
。手
に
し
た
本
は
ざ

ら
紙
の
仮
の
教
科
書
「
ヨ
ミ
カ
タ
」。
敗

戦
の
厳
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
が
今
も
脳

裏
に
や
き
つ
い
て
い
ま
す
。今
は
豊
か
な

世
の
中
。あ
ら
た
め
て
生
活
を
見
つ
め
る

良
い
機
会
と
も
思
い
ま
す
。�

（
布
施
）

70
代
～

利根商生の皆さん 活躍！
受賞おめでとうございます

【
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

 

正
・
副
委
員
長
交
代
の
お
知
ら
せ
】

　

新 

委 

員 

長
：
阿
部　
　

清

　

新
副
委
員
長
：
鈴
木　

美
香

本多舞南さん総合ビジネス部

　64号の移住・定住シリーズを読んで。
　移住された理由を見て、改めて自分の住む町の魅力を
知ることができた。

21 20（第65号）（第65号）



　
　

 
町
を
知
っ
た
き
っ
か
け

　
（
夫
）
10
年
ほ
ど
前
ア
ウ
ト
ド
ア
関
係
へ
の

転
職
を
考
え
就
職
先
を
探
し
て
い
た
。
ネ
ッ

ト
で
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
と
検
索
し
町
を
知
っ
た
。

　
　

 

な
ぜ
、
移
住
を
？

　

犬
を
飼
い
た
く
て
家
を
買
っ
た
。

　
　

 

町
の
印
象
は

　

夜
空
が
黒
い
こ
と
に
感
激
し
た
。
星
空
が

き
れ
い
で
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
。

　
　

 

住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
が
あ
り
、
そ
の

中
で
子
ど
も
と
小
さ
な
発
見
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　

 

お
困
り
の
こ
と
は
？

　

特
に
な
い
。
住
み
始
め
た
と
き
水
道
の
凍

結
で
困
っ
た
が
、
近
所
の
方
に
風
呂
を
貸
し

て
も
ら
い
助
か
っ
た
。

　
　

 

抱
負
は
？

　

保
護
犬
で
も
正
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
れ
ば
家
族
と
し
て
一
緒
に
生
活
で
き

る
。
出
張
や
教
室
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

預
か
り
施
設
、
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
犬
の

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
。

　
　

 

提
案
さ
れ
た
い
こ
と
は
？

　

観
光
、
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
で

の
ペ
ッ
ト
同
伴
は
多
い
。
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
整
備
を
す
れ
ば
集
客
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　

猿
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
軽
減
す
る

為
、猿
を
追
い
払
う
「
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
」

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

  

議
会
に
一
言

　

せ
っ
か
く
の
温
泉
地
な
の
に
廃
屋
が
あ
る
。

景
観
条
例
に
よ
り
統
一
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

 

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

田
舎
は
外
部
の
者
を
受
け
つ
け
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
出
会
っ
た
方
々
は
皆

さ
ん
良
い
人
だ
っ
た
。
人
の
良
さ
は
住
ん
で

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
受
け
入
れ
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
は
大
変
な
年
で
し
た
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
難
儀
し
て

い
る
こ
と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

小
雪
で
始
ま
り
、
冬
季
の
観
光
事

業
者
は
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

３
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
で
国
民
の
移
動
行
動
及
び

大
勢
で
の
集
ま
り
な
ど
自
粛
と
な
り
、

町
内
経
済
も
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
我
々
議
会
も
町
民
へ
の
支
援

策
を
積
極
的
に
当
局
へ
働
き
か
け
、

議
員
の
報
酬
も
８
月
よ
り
令
和
３
年

３
月
分
ま
で
10
％
返
上
し
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
決
議
し

ま
し
た
。

議
会
及
び
議
員
活
動
も
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
つ
な
が
る
政
策
は
議
会
だ

よ
り
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
御

覧
く
だ
さ
い
。

12
月
の
記
録
的
な
豪
雪
は
自
助
共

助
公
助
で
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と

想
っ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
１
日
も
早
い
収
束

を
願
う
と
共
に
、
厳
し
い
冬
を
町
民
一

丸
と
な
っ
て
乗
り
切
っ
て
い
け
れ
ば
と

想
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
中
島　

信
義
）

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

印
刷
／
有
限
会
社
 コ
ト
ブ
キ
印
刷
　
☎
0
2
7
8
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0
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馬
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町
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閑
3
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2
5
-
5
0
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発
行
責
任
者
／
議
長
　
山
田
　
庄
一

集

後

記

編

　友光さんは東京都、芽さんは神奈川県のご出身。
　犬のトレーニング等を企画運営する Buddies�Dog�
Service（バディズ�ドッグ�サービス）を主催し、ドッグ
トレーナーとしてご活躍のご夫妻を紹介します。

芦澤さんご一家。犬は飼い主の笑顔が好きとのこ
と。関係性を大切にして褒めて伸ばすそうです。

移住・定住シリーズ㉕

犬
も
家
族
に

チョビはぼくのバディ（相棒）。呼べばちゃんと来るよ。

ぼくの名前はチョビ。
保護犬だったんだよ。

バ
デ
ィ
ズ 

ド
ッ
グ 

サ
ー
ビ
ス　

芦あ
し

澤ざ
わ

　
友と
も

光み
つ 

さ
ん   

46
歳（
大
穴
区
）

芽め
ぐ 

さ
ん   

30
歳
　
　
　
　


